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研究成果の概要（和文）：ポスト農業社会とは、1980年代以降の農業生産と都市消費者の農産物消費が連動しな
くなった時代を指している。本研究では、この状況のもとでの農村の人間関係の形成について把握し、その意味
を食、農、自然という三つの側面から分析することによって、新たな農業社会学構築の視点を得ることを試み
た。その結果、農に関心を持ち農山村に向かう若者と地本住民との社会形成や、農村環境の環境化に伴う危う
さ、さらに、水の守り手としての現代農業者の役割などを明らかにし、研究成果として公表した。

研究成果の概要（英文）：The term “post-agricultural society” refers to the era after the 1980s 
when agricultural production and the consumption of agricultural products by urban consumers became 
disconnected. In this study, we attempted to understand the formation of human relationships in 
rural areas under these circumstances, and by analyzing their meaning from the three aspects of 
food, agriculture, and nature, we tried to gain a perspective for constructing a new sociology of 
agriculture. As a result, we clarified the social formation between young people who are interested 
in agriculture and heading towards farming and mountain villages and the local residents, the 
precariousness associated with the environmentalization of the rural environment, and the role of 
modern farmers as protectors of water, and announced these as research results. 

研究分野： 環境社会学

キーワード： 農業社会学　食と農　移住者　農山村　環境化　農山村イノベーション　水保全

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
現代農村は明らかに岐路に立たれている。その一つに、人口減少が今後も続く中での農山村の集落存続が模索さ
れていることがある。けれども、農業は、その立て直しのなかで重視されていいない。その理由は、農山村の場
合、農業は衰退産業とされており、産業としての立ち直りの契機がみえないからである。しかし、本研究では、
経済的な側面以外の農業の地域社会維持機能に注目する事により、農山村における小規模な農業、経済的な意義
がそれほど大きくない農業の社会的な価値について多面的な把握を行うことができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
1．研究開始当初の背景 
農業社会学は、20 世紀の末までにアメリカ合衆国の農村社会学で輪郭を整え、新しい農村・

農業研究の手法として日本の社会学に導入された。一方、本研究は、日本社会に固有な状況を出
発点とした。食と農の問題と、農村の自然資源管理問題への関心の高まりが、農村研究、環境研
究という枠組みを超える農業社会学の必要性を研究者に実感させたのである。その可能性を持
つ理論的枠組みに、本研究のメンバーでもある徳野貞雄が提案した生活農業論があった。 
生活のなかに農業があるという主張点が注目されることが多い生活農業論は、当事者である

農家の視野からみた生活の組み立て方を、次の４アスペクトにまとめたものである。＜ヒト＞
（個人の行動）、＜クラシ＞（家族等、生活の組織化）、＜モノ＞（農産物や農地、 自然環境等、
物的対象への働きかけ）、＜カネ＞（農業所得等の経済活動）の 4 アスペクトである。さらに、
それらのアスペクトは、農家生活において互いに連関しながら、生産と生活が緊密に結びついて
いる日本の農村生活の持続性を支えているとされる。 
生活農業論は、農学的な生産力農業論との論争のなかで考案され、社会と農業等の自然とのつ

ながりを重視する。さらに、より重要な点として、農家は、生産者として社会と関わりつつ、農
という自然環境への働きかけを行っていることがある。生活農業論は徳野の独創的アイデアだ
が、社会と自然という二分法を超えて課題の連鎖を追いかける方法は、人間と自然との分断を虚
偽と考え、社会事象における人間と自然との連関をネットワークとして明らかにしようとした
フランスの科学社会学者、Ｂ．ラトゥールらの、アクターネットワーク論の方法とも重なる点が
多い。ハイブリッドな事象の研究では、社会と自然の二分法を超える、社会学の方法が必要とさ
れるからである。 
生活農業論の登場は、農村と環境という研究分野を超えて、食と農の関係の疎遠化と自然資源

管理の弱体化という、現代日本の人びとの生活が直面する 2 大問題のつながりをみなおし、〝
農〟について考える機会をもたらした。農業社会学の構築という方向での、農村社会学と環境社
会学の協働の方法がみえるようになってきていたのである。これが、本研究が構想されるにいた
った背景である。 
 
2．研究の目的 
このような状況を踏まえ、本研究では、食・農・自然という３つの視点から、ポスト農業社会

の農村生活に照応する農業社会学の構築を目指すことにした。具体的には、環境社会学と農村社
会学の方法論を持ち寄り、〝農〟について食と自然の双方から研究を行い、農業社会学の研究領
域を多数の事例調査から積み上げ式に明らかにする。検討課題は、（ⅰ）ポスト農業社会深化の
契機となった農業近代化政策への農家・地域住民の評価、（ⅱ）販売農業および自給的な農的活 
動と消費者との関係、（ⅲ）食と農、自然環境をいかす村づくりの計画手法の 3 つである。 
 
3．研究の方法 
本研究では、フィールド調査とモデル構築を目指す研究会とのサイクルを確立し、それに基づ

いてすすめた。この"サイクル"は、フィールド調査とモデル構築が相互に影響を与え合うもので
ある。調査対象として、生活農業論にジェンダー論を加え、①個人の行動、②農家・農村基盤研
究、女性の活動、③生活組織化の様相、④物的対象（自然環境等）への働きかけ、⑤経済活動と
消費者との関係の 5 アスペクトを設定した。それらのアスペクトについて、フォーカスグル ー
プインタビュー、集落戸別訪問調査を行なった。さらに、研究メンバーの多くが、農村と環境の
双方の研究への知識を有する点を踏まえ、下表のようにモデル構築上の役割を分担した。ただし、
目的はアスペクト間の〝連関〟の把握と分析においた。 
本研究は、柔軟に対応可能な研究を行うため、以下の 3つのコアプロジェクトを編成し、それ

に基づいてすすめた。その際、共通フィールドとして、大分県中津市耶馬溪町下郷地区を設定し、
さらに、兵庫県豊岡市、岐阜県郡上市和良町、佐賀県佐賀市等のサブフィールドでそれぞれ調査
研究をすすめた。調査の手法はヒアリング調査に加え、一部に質問紙調査も取り入れた。そのう
えで、それらのデータを研究会にフィードバックして、モデル構築についての検討を行った。検
討では、過度に抽象度の高い概念図式に成果を落とし込むのではなくて、地域特性に沿ったケー
ススタディを積み重ねる方法をとった。これは、積み上げ方式のモデル構築という当初の方針に
沿ったものである。以下、3つのコアプロジェクトについて説明する。 
（a)食・農・環境からみた農業近代化政策の評価 
農業近代化政策が本格化したのは、1961 年の農業基本法制定以降とされる。その渦中では、農
業の化学化による生物の死滅や人への健康被害が問題視された。一方で、この政策が農業 の工
業化を促し、生産性の劇的な向上を実現したことも事実である。そこで、コウノトリや 魚類な
ど、生物を軸にした環境保全型農業で知られるようになった、兵庫県豊岡市、岐阜県郡上市で調
査を実施した。調査により農業近代化が社会と自然の双方にもたらしたインパクトを多面的に
把握し、農業社会学の領域に本テーマを位置づけた。 
（b)販売農家の農業および自給的農業と消費者との関係 
農村社会学は、消費者と関係が深い販売農家を扱うことが多いが、環境社会学では、水田、水路



での漁撈などの副次的生業や、棚田等の自給的農業への関心が高い。ただ、食と農という観点か
らの研究は十分ではない。そこで、佐賀県佐賀市において、消費者との関係に留意して、調査を
実施した。調査から多様な農的な活動が抱える課題を抽出し、農業社会学の研究領域に本テーマ
を位置づけることにした。 
（c）食と農、環境をいかす村づくりの計画手法 
ソーシャル・ビジネス・プロジェクトや、農家の食品製造・加工ビジネスなど、食、農、自然環
境の組み直しがみられる村づくりをとりあげる。大分県中津市下郷地区を中心に、都市の消費者、
さらに女性の活動にも留意しつつ調査を実施した。生活と密着した食・農・自然に基礎におく村
づくりの計画手法を明らかにし、他プロジェクトとの関連を示しつつ、農業社会学の研究領域に
本テーマを位置づけようと試みた。 
 このような 3 つのコアプロジェクトによる研究組織の存在は、Covid-19 感染症拡大によりし
ばしば現地調査や対面方式での研究会開催を中断せざるをえないという状況下での研究遂行に
おいて、当初予期していなかった効果を発揮した。人間関係の構築されているそれぞれのフィー
ルドについては、比較的スムーズに研究を再開できたからである。 
 
４．研究成果 
 本共同研究の成果は大きく 2つの領域に分けることができる。第 1 の領域の研究成果は、環境
社会学関連の研究成果で、第 2の領域の成果は、農業・農村研究における社会的イノベーション
研究の重要性の提起である。 
 第 1 の領域である環境社会学関連の研究成果を、ここで報告する。研究代表者の牧野は、2022
年、International Rural Sociology Association（IRSA)大会セッション（ⅩⅤ WORLD CONGRESS 
OF RURAL SOCIOLOGY 2022 年 7 月 22 日）において、“Analysis of traditional rural water use 
systems’ revival in cities based on the Sociological Media Theory―A case study of 
water environment policy in a provincial city in Kyushu Japan”を口頭報告した。 その
報告を基に著作を構想し、科研分担者である藤村美穂、川田美紀を共同編集者として『入門・環
境社会学―現代的課題との関わりで』を出版した。 
 本科研と関わる執筆者の著作は以下のとおりである。 
 第１章 水から何をみるのか（牧野 厚史） 
 第２章 アジア途上国の水問題の諸相（Ariyawanshe I.D.K.S.D，森本 実穂，藤村 美穂） 
第３章 流域社会の現在（藤村 美穂） 
第４章 上流社会が抱える課題（牧野 厚史） 
第８章 地域社会におけるリスクと人びとの対応（五十川 飛暁） 

  
 第 2 の領域の研究成果は、農業・農村研究における社会的イノベーション研究の重要性の提起
である。。分担者の靏理恵子は、「移住者と共に暮らしを繋ぐムラ―大分県中津市耶馬溪町下郷地
区」（秋津元輝・山下良平・靏理恵子 責任編集「若者と創る農山村イノベーション」）『農業と経
済』2022 年夏号を執筆した。さらに、この論文の成果を基に、日本村落研究学会第 71 回大会に
おいて他の研究者の参加の下で「農山村イノベーション―ポスト農業時代の農の活かし方―」と
題するテーマセッションを開催した。 
 テーマセッションの趣旨は、以下のとおりである。グローバリゼーションの深化、地球規模の
環境問題、気候変動に伴う災害の多発、そしてネオリベラリズム全盛の時代である。今、村落研
究で問うべき課題は何だろうか。2021 年 5 月、農水省により発表された「みどりの食料システ
ム戦略」は、関係者の間で大きなインパクトを持って受け止められた。政策論の観点からは、政
策への目配り、政策への提言は必要である。それと共に、そうした提言へとつながる、実証的研
究もまた求められている。本テーマセッションでは、「農山村イノベーション」をキーワードに、
農山村および都市からみえる暮らしの維持・豊穣化のしくみを明らかにしようとした。 
 
 2023 年 12 月 3 日（日) ：メイン会場（夢ランドしらさぎ 島根県安来市） 
 テーマセッション名「農山村イノベーション―ポスト農業時代の農の活かし方―」 
コーディネーター 靍理恵子 

 
 報告者のうち本科研関係の報告は、以下のとおりである。 
 
 ○主旨説明（報告者：靏理恵子） 
 ○第 1報告 農事組合法人を用いた集落発の農山村イノベーション ―大分県中津市樋山路の    

農事組合法人の事例から（報告者：牧野厚史） 
○第 2報告 環境化時代における農地保全の意味問題と村落運営 ―コウノトリ野生復帰事業 
 が展開する兵庫県豊岡市の二つの村落の事例から（報告者：山室敦嗣） 

 
 なお、本テーマセッションの内容については、『年報 村落社会研究』第 60 号（2024 年公刊
予定）で公表される予定である。 
 以上のように、本共同研究では、その成果の多くを、著書・論文集のかたちで公表することが



できた。そのなかでも、農山村イノベーション研究を日本の村落研究のなかに持ち込んだことは、
大きな成果であると考える。 
 最後に、本研究の限界についても触れておく。本研究では、積み上げ式のモデル構築という手
法をとったが、その成果をより一般的な農業社会学の構築と結びつけるにはいたっていない。日
本の農村・研究における汎用性の高いモデルの構築には、さらなる調査研究が必要であるからで
ある。なお、本科研メンバー単独の研究成果については、各年の報告書で報告している。 
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